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●

－
今
－
－
－
－

Ｉ
○
余
年
の
宿
願
か
な
ぷ
て

岡
崎
‐
北
野
桝
塚
問
岡
多
線
が
部
分
開
通

　
沼
田
一
司
、
岡
多
・
細
か
国
鉄
の
■
i
｡
｡
-
-
Ｊ
二
年
。

線
に
同
人
さ
れ
て
か
ら
、
八
Ｉ
で
四
十
・
こ
の
問
、
白
線
に
民
の
水
い
川
願
が

ホ
ー
ム
を
は
な
れ
る
岡
多
線
の
一
番
列
車

●

●

地
．
九
人
‐
川
崎
、
佐
藤
ほ
‐
両
巾
八
は
一
乱
分
㈲
通
し
た
‐
線
は
、
四
・
り
Ｉ
八

し
め
関
係
名
約
に
い
〔
ｙ
が
参
‐
叱
し
て
、
‐
に
鶏
．
コ
、
．
ｆ
に
勺
の
に
川
と
し
に
心
円

修
ぱ
つ
式
が
附
な
わ
れ
ま
し
た
．
　
の
に
費
を
か
け
て
完
成
し
た
も
の
で
、

　
恂
坤
が
終
る
と
、
こ
の
‐
の
ホ
ー
プ
米
年
一
回
ま
で
百
‥
六
佇
皿
ハ
ご
○
ハ

て
あ
る
二
人
の
磯
関
士
に
、
可
愛
い
い
の
小
出
を
輸
送
、
次
年
度
か
ら
は
Ｉ
、

か
な
二
八
さ
る
戸
川
。
一
‐
、
め
で
娘
さ
ん
だ
ち
か
ら
花
束
が
岫
ら
れ
、
亘
○
○
○
か
以
１
　
を
巡
ぶ
‐
山
が
な
さ
れ

た
く
岡
‐
－
北
叫
９
　
屎
間
八
一
七
キ
ロ
０
　
五
ビ
分
、
弓
Ｉ
、
禁
の
・
出
火
の
手
で
Ｉ
て
い
ま
す
。

の
回
巾
営
某
を
開
始
し
ま
し
た
。
　
臼
い
・
Ｔ
ｊ
フ
に
勁
が
入
れ
ら
れ
る
と
、
・
な
お
、
四
十
八
～
に
は
』
崎
－
巾
侈

　
こ
の
‐
、
午
後
二
叶
か
ら
七
介
Ｉ
塚
冤
川
巾
一
三
衣
‥
を
積
み
州
崎
を
経
て
川
間
二
〇
・
二
つ
キ
ロ
の
旅
客
と
は
物

訳
の
ホ
ー
ム
に
は
白
‐
の
天
幕
が
張
ら
東
京
駅
馬
匹
皿
巾
場
に
・
‐
う
Ｉ
罵
列
車
恰

れ
、
僅
除
乙
ぷ
犀
鉄
心
管
理
屈
皿
、
森
が
砂
か
に
ホ
ー
ム
を
は
な
れ
て
い
き
ま
・
を
結
ぶ
瀬
戸
線
に
碓
続
し
て
巾
衣
邸
状

‐
べ
朽
川
波
公
川
私
う
屋
久
礼
玩
し
た
。
　
　
　
　
　
　
級
が
丿
来
あ
が
る
Ｉ
Ｉ
で
す
。

争
－市内全域に交通速度制限

－
Ｉ

　
激
坪
す
ろ
・
父
迪
巾
・
位
ノ

防
目
。
す
る
た
め
、
Ｉ
０
　
二
Ｉ

ト
‐
か
ら
べ
の
と
お
ロ
、
’
・

巾
内
５
　
威
力
自
側
中
の
‥
ヅ

高
咄
」
が
刷
限
さ
れ
ま

す
。

・
卜
円
心
〔
・
祠
、
回
西
．
一

　
八
り
似
と
既
に
そ
れ
ぞ

　 　
　

　
れ
、
・
。
じ
よ
ご
牛
口
Ｉ

　
に
制
限
さ
れ
て
い
る
と

　
こ
ろ
を
除
い
で
巾
内
令

　
バ
を
四
い
・
ヤ
ロ
、
　
　
　

し
国
心
・
西
八
‥
り
綴
は
」

　
こ
～
口
。
　
　
’

う
・
伝
馬
涵
り
・
の
坦
五
し
ナ

　
ロ
を
回
し
牛
口
に｛

●

－
１

　
‐
．
と
は

経
済
火
」

と
か
、
レ

ジ
万
一
と

か
、
衣
向

明
る
く
淳

調
子
の
心
代
公
害
や
交
通
皿
区
は

忽
一
心
発
混
の
七
叱
、
産
業
の
副
使
物

で
あ
り
・
、
て
賜
の
ダ
派
さ
に
」
比
例

し
て
、
・
ツ
な
７
　
人
川
‐
こ
こ
が
今

［
の
丿
題
で
あ
る
。

　
下
授
は
也
‐
、
民
～
研
修
の
為
に

良
行
県
の
～
祐
湖
学
園
を
訪
れ
た
、

図
に
は
い
・
り
い
『
り
し
た
、
精
即
…
｛
１
　

の
子
９
　
達
ば
か
り
で
、
几
生
や
、
ぶ

..

丿い肋族
い} 二バ

反
達
に
も
、
抽
毎
に
心
抗
‐
言

、
心
が
婉
み
が
ち
か
、
．
９
　
対
に

に
も
た
ん
ま
り
聖
汽
手
の
つ

ｌ
け
咲
も
な
い
ｆ
供
述
、
然
し
行
几
の

家
紅
は
、
巾
　
１
八
丿
力
～
に
家
］
で

あ
る
と
、
係
白
行
力
説
閲
に
九
天

性
の
茜
‐
は
別
と
し
て
．
人
部
Ｉ
は
、

理
想
と
き
よ
柴
の
高
い
、
町
‐
教
育

マ
マ
的
」
の
ぷ
冠
詞
暗
に
あ
り
・
と
、

了
供
の
佃
性
、
能
力
、
才
能
を
無
心
し

々
岡
崎
の

　
　
　
マ
マ
さ
ん
そ

た
、
過
必
、
過
保
護
に
よ
る
白
山
の

鎧
j
1
1
1
1
生
活
の
反
動
か
、
父
は
去
勢
型

で
あ
る
と
、
・
μ
．
開
は
７
　
校
、
帰
七
す

れ
ば
、
塾
と
か
、
隅
宵
場
通
い
、
ぐ

・
宅
巾
は
勉
他
の
せ
ぬ
立
て
に
・
〕
心
の

不
女
定
に
、
過
重
の
負
皿
に
よ
る
．
ｋ

血
で
、
親
康
い
か
又
は
恐
れ
を
な
し

・
て
、
反
抗
か
或
い
は
沈
八
巾
に
陥
る

様
に
な
る
と
、
結
四
囲
詰
糾
問
ｘ

に
、
四
が
な
人
回
性
を
必
公
九
才
つ

　
踊
‐
も
、
川
崎
如
人
余
力
映
に
Ｉ
心

然
と
し
た
。
溌
刺
颯
爽
た
る
運
血
公

を
拝
岫
し
て
、
岡
略
の
マ
マ
さ
ん
あ

ぷに
、
り
手
を
送
っ
勺

　
引
の
平
和
は
、
吊
に
近
楽
、
レ
シ

ｙ
１
の
介
腿
訪
で
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
、
繁
梁
あ
な
が
ち
、
瓦
同
性
の
経

掲
、
‐
費
無
頓
首
を
回
味
す
る
も
の

で
も
な
か
ろ
う
、
川
崎
の
マ
マ
さ
ん

方
に
も
、
時
代
の
認
廠
と
共
に
、
賢

問
な
る
信
念
の
も
と
に
、
家
妊
内
の

人
川
歯
ボ
が
、
ス
ム
ー
ス
に
廻
転
す

る
‐
水
災
の
絹
ｎ
計
で
あ
っ
て
欲
し

い
も
の
で
あ
る
。
采
間
～
冷
）
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Ｓ
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％
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ｌ
｀
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≒
1
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ｔ
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≒
―
χ
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Ｉ
Ｓ
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Ｓ
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Ｉ
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‰
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Ｘ
Ｓ
χ
―
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‰
一
％
‰
―
―
ｌ
≒
Ｓ
≒
Ｓ
Ｉ
Ｉ
、
、
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
は
佼
の
即
だ
ね
き
れ
い
だ
ね
Ｉ
高
木
重

都
市
美
化
　
ポ
ス
タ
ー
標
語
の
入
選
き
ま
る

一
雄
（
久
後
続
町
）
良
い
町
は
良
い
花
良

一
い
水
良
い
四
．
‐
Ｉ
＝
９
　
忠
子
（
川
大
寺

町
）
都
市
美
化
は
皿
域
ぐ
る
み
の
善
意

か
ら
・
都
筑
正
治
（
巾
慰
☆
入
選
《

小
）
は
苑
八
九
『
文
選
‐
巾
出
た
ま
小
学
校
》
神
谷
分
枝
（
矢
作
北
小
）
こ

よ
（
藤
川
小
）
ほ
か
一
円
．
・
ち
　
　
ん
と
お
と
み
を
（
巡
尺
小
）
真
田
開
範

　
　
【
標
語
入
選
者
】
持
流
余
学
一
（
広
幡
小
）
占
Ｉ
‐
（
井
川
小
）
加
藤

が
あ
り
・
、
燃
‐
に
こ
た
え
て
眼
圧
な
鴎
イ
（
人
作
じ
銀
官
・
‐
…
．
い
‐
康
帽
Ｔ
大
化
＝
稲
占
利
昭
（
利
根
小
）
い
っ
ま

定
し
ま
し
た
。

十
（
一
心
小
）
脇
目
～
彦
（
矢
作
四
穴
子
（
巡
尺
小
）
ご
み
ぱ
こ
か
冊
１
　
　
１
を

孝
（
巾
出
巾
）
福
岡
英
紀
（
葵
中
）
加

藤
｛
茫
（
東
池
中
）
Ｉ
筒
保
７
　
策
海

中
）
鳥
‐
茂
子
（
葵
（
申
）
《
一
般
》
山

【
ポ
ス
タ
ー
入
賞
者
】
　
巾
小
）
川
か
人
句
ト
（
城
北
巾
）
ｊ
岐
幸
．
あ
・
け
て
紡
っ
て
る
よ
ロ
ー
瓜
瀬
賢
削
［
迎
］
‥
砂
了
（
四
本
郷
町
）
都
筑
静
子
（
西

▼
ポ
ス
タ
ー
の
展
示

　
一
仁
川
三
十
一
目
ま
で
岡
ヒ
ル
。
白

貨
店
で
。

一一一

　
阿
哲
ｙ
ト
。
‐
り
蒔
　
―
。
＝
～

祐
牡
に
Ｊ
言
御
よ
Ｓ
帑
や
づ
川
で
示
そ
ｉ

て
い
た
戦
賜
炳
ｙ
１
１

の
重
に
支
給
声
・
・
れ

満
川
開
拓
青
年
義
勇
隊
員

の
処
遇
改
善

留
桶
一
｛

年
ご
［
八
日
‥
か
ら
・
こ
じ

汁
八
月
八
日
ま
で
に
、
1
0
隅
州
地
区
に

あ
っ
た
満
州
開
払
｛
～
Å
．
の
隊
□
ぺ

軍
巾
に
関
す
る
業
務
に
屁
Ｉ
中
傷
病
に

か
か
り
・
叱
・
Ｌ
し
た

か
た
の
遺
族
に
弔

慰
企
お
よ
び
週
族

給
与
金
が
だ
綸
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

か
か
‐
Ｉ
、
そ
力
町
病
に
併
発
し
た
痢
気

一
。
元
Ｌ
し
た
陽
ぺ
‥
に
、
心
玖
一
隔
全
が

λ
給
ざ
れ
る
こ
と
に
な
ロ
ま
し
勺

故
意
ま
た
は
重
大
な
過
失

に
よ
り
死
亡
し
た
方
の
遺

族
に
遺
族
年
金
等
の
支
給

特
別
袷
付
金

　
附
和
四
門
年
一
〇
月
の
法
改
ｆ
で
貼

。
～
属
の
遺
族
給
与
介
を
受
け
る
こ
と
に

な
［
だ
宛
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
戦
傷
病
者
の
妻
に
対
す
る

　
］
特
別
給
付
金
　
　
　
　
一

遺
族
援
護
法
の
改
正
（
靉
離
Ｅ
）

　
公
務
傷
病
に
併
発
し
て
死

　
亡
し
た
準
軍
属
の
遺
族
一

　
時
金
　
　
　
　
　
　
］

　
昭
和
一
二
年
七
八
七
‐
以
後
、
草
市

属
と
し
て
の
川
郭
内
に
、
公
務
町
咽
に

　
今
ま
で
は
、
戦
地
等
の
‐
職
町
問
内
ま
す
。
ぽ
か
に
、
旧
和
四
四
‥
年
一
〇
川
　
圃
崎
高
巾
矢
比
協
余
が
帰
巣
し
た
眉
新
Ｉ
敏
之
宍
ソ
実
例
小
）
市
川
昏
利

に
、
故
窓
ま
た
は
重
大
な
過
失
で
死
亡
の
改
既
で
低
給
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
巾
笑
化
啓
も
う
ポ
ス
タ
ー
、
障
罰
に
っ
（
人
樹
心
小
に
い
月
次
郎
（
巡
見
小
）

し
た
場
合
は
、
援
鏝
法
の
適
川
外
で
あ
特
別
弔
Ｉ
但
・
父
は
に
対
す
る
特
川
給
い
て
は
、
ボ
ス
ク
～
～
一
二
～
ぺ
久
松
昭
了
（
本
Ｉ
小
）
千
葉
吋
于
（
城

り
た
の
が
。
今
‐
の
改
．
ｍ
’
で
処
遇
の
対
付
金
・
再
婚
解
消
妻
等
の
胞
族
年
金
が
標
績
〈
二
三
点
と
ヤ
剔
を
こ
え
る
心
９
北
出
）
服
部
か
v
…
（
人
作
申
）
聯
か
心
仮
ブ
。
回
よ
り
も
や
っ
て
～
そ
う
剛
の
言
行
（
蚕
や
小
）
《
巾
学
校
》
山
木
成

象
に
な
り
ま
し
た
。

あ
り
ま
す
。

以
上
の
祐
求
は
事
務
部
沢
口
諏
へ
清
介
の
結
緊
、
つ
ぎ
の
と
お
ロ
人
穴
を
決
矢
作
東
小
）
露
に
悟
（
晦
園
小
）
鈴
木
で
も
み
ん
な
の
町
で
す
美
し
く
～
酒
井

戦
没
者
等
の
妻
に
対
す
る
一
浪
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

③
機
械
の
整
帽
ぶ
良
、
便
刑
加
の
Ｉ

一
や
す
い
と
い
う
怠
味
で
す
。
こ
と
し
一
は
必
ず
予
防
接
種
を
受
け
ま
し
。
う
。
る
よ
う
に
し
ま
し
。
う
。

－
１
－
ｉ

　
さ
わ
や
か
な
秋
の
お
と
す
れ
。
1
0
日
の
「
休
育
の

日
」
を
皮
切
０
に
、
市
で
も
ス
ポ
ー
ツ
や
芸
術
関
係

の
行
事
が
多
彩
に
行
な
わ
わ
、
学
校
で
は
運
動
会
、

町
で
は
お
祭
日
、
職
場
や
家
庭
で
は
レ
ク
リ
エ
ー
ジ

Ｅ
ン
ー
ハ
イ
ー
ー
‐
ン
グ
な
ど
だ
の
し
む
の
に
絶
好
の
季

節
で
す
。
お
圧
い
に
か
ぜ
な
ど
ひ
か
な
い
よ
う
に
日

常
の
什
事
の
安
全
を
心
が
け
て
快
適
な
秋
を
す
ご
し

ま
し
ょ
う
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
備
え
よ
う

火
の
応
乍
業
と
安
全
″
し
：
：
：
　
　
Ｒ
貢
り
外
聞
賢
（
い
中
三
年
）
巾
堺
生
宍
Ｉ
巾
）
長
路
正
（
叩
山
巾
）
☆
民
小
）
へ
巾
学
校
》
よ
ご
す
ま
い
よ
ご
巾
町
）
桑
子
」
三
（
ｙ
べ
印
可
）
河
辺
賢

ぶ
ｔ
　
ｌ
ｆ
、
一
式
６
７
　
　
１
　
　
　
　
会
議
長
官
‐
‐
り
蔚
柚
（
4
1
1
　
川
小
五
勺
）
飼
頁
陛
諭
純
利
（
言
に
小
）
叩
ぢ
勝
さ
せ
ま
い
ぞ
ぼ
く
の
川
口
目
絹
升
旧
良
二
Ｉ
（
国
田
町
）

　
９
　
業
の
近
代
比
が
す
す
み
、
そ
の
に
点
検
不
足
な
ど
賎
械
的
吸
叫
に
よ
る
も
耳

な
い
丁
と
し
て
．
設
楽
機
械
の
四
及
は
の
．
　
　
　
　
　
　
　
申
二
江
申
り
新
聞
社
ｎ
－
山
根
平
へ
比
野
丿
子
ス
名
小
）
斉
．
騨
厦
丈
（
肩
巾
の
美
化
＝
傑
爪
～
子
（
甲
山
中
）
胃

言
言
二
名
悦
子
お
呂
」
ド
眉
。
講
個
う
。
回
（
片
犬
竺
広
・
じ
八
寸
中
）
～
「
う
心
順
づ
足
廬
～
漂
旧
譜
乱
侑

つ
て
バ
イ
ン
ダ
ー
や
・
‐
収
コ
ン
バ
イ
ン

が
農
作
茫
の
1
　
1
　
役
に
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。

　
こ
の
よ
う
な
農
作
砥
の
機
械
化
に
伴

な
。
て
、
農
作
業
災
害
も
発
～
す
る
と

人
き
い
事
故
に
な
り
ま
す
。

備
、
調
杏
不
足
と
い
う
こ
と
に
な
り
・
ま

す
。

　
県
で
は
、
農
作
業
災
Ｉ
を
防
ぐ
た
め

ニ
秋
季
農
作
業
安
全
推
進
運
動
」
を
行

た
と
え
ば
、
自
服
コ
ン
バ
イ
ン
を
運
な
い
ま
す
。

風
が
肌
に
つ
め
た
く
心
じ
る
李
節
は
・
月
九
万
に
Ａ
２
香
港
刈
・
イ
ン
フ
ル
エ
ー
ま
た
人
勢
の
人
の
中
で
仕
事
を
す
る
人
昿
し
な
が
ら
一
杯
に
な
<
:
'
た
籾
分
を
お
　
い
そ
が
し
い
農
繁
期
で
は
あ
り
ま
す

い
や
な
・
「
か
ぜ
の
流
行
賜
で
も
あ
り
ン
ザ
の
叱
行
が
み
ら
れ
、
愛
知
県
下
で
も
す
す
ん
で
予
防
接
．
稲
を
受
け
ま
し
ょ
ろ
そ
う
と
し
て
転
び
、
ヶ
ロ
Ｌ
フ
ー
に

ま
す
。

も
保
育
園
、
幼
稚
園
、
小
、
巾
学
校
な
う
。

Ｌ
Ｌ
≒
回
礼
利
川
シ
レ
副
片
帽
じ
乱
列
ウ
士
自
白
に
ヽ
］
乱
に
巨
い
ご
響
示
咳
田
宗
へ
ご
Ｉ
ト
；

　
　
　
　
‐
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｌ
７
－
ｊ
・
Ｉ
』
￥
　
－
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｊ
・
Ｉ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
″

か
ぜ
と
盲
に
い
『
て
も
人
に
さ
ま
ど
一
九
八
拠
殺
が
休
校
、
之
フ
ス
閉
鎖
　
う
が
い
の
励
行さ

け
ま
し
ょ
う
。

　
気
温
の
変
化
に
気
を
つ
け
ま

　
も
し
、
か
ぜ
（
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
）

荷
さ
」
ま
れ
た
事
故
、
ト
レ
Ｌ
フ
ー
で

迎
搬
申
に
ブ
レ
ー
キ
が
き
か
な
く
追
突

　
こ
れ
は
、
ぶ
芦
と
く
に
イ
ン
フ
　
予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
’
に
か
か
っ
た
ら
早
期
に
受
診
し
『
安
静

ル
エ
ン
ザ
が
ほ
か
の
痢
気
を
ひ
き
起
し
　
抵
抗
刀
の
ぷ
い
子
ど
も
、
老
人
な
ど
．
・
保
柚
・
栄
を
』
の
三
原
則
を
よ
く
守

百
・
ぷ
ぜ
ば
な
炳
の
も
と
」
と
か
、
「
ン
ザ
の
流
行
か
予
想
さ
れ
、
。
か
ぜ
”

か
ぜ
を
こ
じ
ら
せ
て
肺
炎
に
な
っ
仁
と
好
く
七
え
す
つ
ぎ
の
こ
と
を
守
っ
て

と
か
よ
く
い
わ
れ
ま
ず
。
　
　
予
防
し
ま
し
ょ
９

「
　
Ｉ
」
ｄ
一
－
－
『
■
♂
　
　
　
　
－

の
が
す
ン
フ
ル
エ
ン
サ
で
す
。
そ
れ
は
√
ン
ワ
ル
エ
ン
ザ
の
病
原
休
は
町
々
変
限
ら
れ
ま
す
の
で
、
う
が
い
の
励
行
、
の
出
入
時
に
ト
ー
フ
グ
タ
ー
や
コ
ン
バ
イ

か
ぜ
の
申
で
も
と
く
に
巫
斤
て
あ
り
し
火
を
き
た
し
こ
の
よ
う
な
人
流
行
を
お
外
出
町
の
マ
ス
ク
の
使
用
、
流
行
時
に
ン
が
転
倒
し
た
事
故
な
ど
が
あ
り
ま

か
も
感
染
力
が
強
い
か
ら
で
す
。
３
　
か
こ
し
ま
す
。
今
で
も
ま
た
イ
ン
フ
ル
エ
雨
冶
頃
阻
出
言
言
回
Ｉ

　
こ
れ
ら
の
巾
故
の
原
因
は
つ
ぎ
の
三

つ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
①
綴
紐
に
対
す
る
憐
れ
と
輿
の
ゆ

る
み
ま
た
過
労
な
ど
人
的
要
因
に
よ
る

も
の
。

か
機
械
の
取
り
扱
い
に
は
十
分
Ｉ
意
し

て
、
安
令
で
快
適
な
農
作
業
を
す
す
め

る
よ
う
心
が
け
ま
し
。
う
。

＼-″″-″■■･--″″″″Ｓ″゛″″″‘

を
い

割引販売日

ご利用くださ

一
調
｛
の
不
足
に
よ
る
も
の
。
　
　
野
真
子
（
人
圈
呉
小
門
～
ブ
。
Ｉ
貨
‐
‐
矢
作
申
）
。
祐
虚
日
今
井
ぶ
冒
（
～
）
子
（
甲
山
中
）
《
一
般
》
お
ほ
さ
ん
街

一
や
は
り
Ｉ
故
の
ぬ
因
は
。
不
‐
恵
や
整
１
ａ
ｓ
１
宍
肖
4
9
9
9
1
ミ
ミ
リ
４
１
ｊ
余
は
卜
頃
八
ぼ
回
９
１
Ｍ
ｌ
ｌ
ミ
ー
・
～

小ぢんまりとして明るい感じの北部公会堂

一一

一粧いあらたに元議場-‥

北部公会堂に生れ変わる

　
昭
和
ご
五
校
北
）
に
移
築
、
建
設
を
す
す
め
て
き

年
民
間
の
会
ま
し
た
が
、
さ
る
Ｉ
Ｃ
川
二
‐
こ
の
建

社
か
ら
寄
贈
物
の
完
成
式
が
行
な
わ
れ
ま
し
ぺ

さ
れ
、
巾
以
　
周
辺
は
、
黄
色
く
色
づ
い
た
出
面
や
・

の
巾
枢
厖
設
な
だ
ら
か
な
匯
詩
、
民
家
は
建
て
こ
ん

と
し
て
の
役
で
い
て
も
、
比
較
的
騒
音
の
少
な
い
公

割
を
緊
し
て
会
堂
を
お
く
に
は
、
隨
適
と
い
え
る
と

き
だ
元
議
助
こ
ろ
で
、
こ
ん
ご
は
‐
Ｉ
力
㈲
を
ふ
く

の
建
物
を
　
　
　
Ｉ
め
た
」
く
北
部
一
帯
の
人
た
ち
が
会
議

北
部
公
会
重
や
催
し
物
に
利
用
す
‘
る
こ
と
に
な
り
声

」
と
し
て
利
す
。
　
　
　
　
　
　
　
一

川
す
る
た
め
　
こ
の
方
向
に
は
、
い
ま
ま
で
「
公
会
一

さ
き
ほ
ど
の
堂
」
ら
し
い
も
の
が
な
く
、
地
元
の
ひ
Ｉ

庁
舎
移
転
に
と
た
ち
は
こ
れ
で
よ
う
や
く
一
息
と
い

伴
ワ
て
井
円
う
だ
と
こ
ろ
で
す
。

町
一
丁
目
地
　
な
お
、
会
議
室
の
使
川
料
は
巾
政
だ

内
（
葵
巾
学
よ
り
前
号
に
掲
載
ず

・
み
で
す
。

ｌ
ｎ
Ｈ
９
＝
＝
＝
『
‘
，
Ｈ
ａ
＝
＝
ｎ
Ｈ
１
６
一
ｌ
Ｕ
Ｉ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｕ
＝
ａ
．
’
Ｉ
Ｍ
．
’
ｎ
一
＝
＝
Ｉ
Ｈ
Ｈ
Ｈ

一
Ｓ
－
－
－

青果物毎月第z土曜日

毎月10日

毎月29日

鶏肉

豚肉
ミミｆ－－－－一一



□

券
、
委
任
状
、
領
収
書
、
家
賃
通
限
、
副
本
を
作
成
し
て
、
売
土
と
買
主
が
一

判
取
帳
な
ど
で
す
か
、
こ
の
ほ
か
呼
び
一
通
ず
つ
持
ぞ
い
る
腸
合
、
ｍ
、
副
と

５

一一一

の
無
料
診
断

活
問
題
の
こ
と
。
そ
の
他
一
身
上
の
こ
お
求
め
く
だ
さ
い
。

-

き
ヽ
ま
た
ヽ
い
く
ら
の
収
入
印
紙
を
は
・
で
す
か
ら
、
印
紙
税
法
規
定
の
裂
約
書

●

も
印
紙
税
が
か
か
り
ま
す
。

　
②
覚
書
、
念
書
、
差
入
御
の
よ
り
な

文
書
は
、
契
約
内
容
を
証
明
す
る
も
の

昭和45年ro月

と
な
り
そ
の
内
容
に
応
じ
て
印
紙
税
が
Ｉ

か
か
り
ま
す
。
ま
た
、
窟
文
請
書
の
よ

う
に
契
約
の
当
事
者
の
一
方
だ
け
が
作

る
文
９
で
あ
っ
て
も
、
契
約
し
た
と
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

(2)りよだ政

お
知e嫡艇
ら
せ^^

●
市
営
住
宅
桑
谷
荘

--

・
の
一
二
い
戸
で
、
つ
ぎ
の
と
お
り
入
居
佐
民
校
の
閥
鞘
の
あ
る
か
た
は
ほ
格
が
・
●
市
立
岡
崎
病
院
附
属
准
看
護
所
、
唯
結
番
号
、
利
川
証
番
何
を
聞
・
記
ブ
只
ン
ガ
ス
、
０
油
類
の
収
扱
い
と
。
（
ご
相
談
の
内
容
に
つ
い
て
は
秘

騨
棄
を
行
な
い
ま
す
。
ご
希
望
の
か
た
あ
り
ま
せ
ん
。
肴
申
込
み
法
＝
巾
し
疾
婦
学
院
生
徒
募
集
　
　
　
し
て
岡
崎
巾
勤
労
青
少
年
Ｉ
‐
ム
（
六
が
川
加
す
る
に
伴
な
い
、
こ
れ
ら
の
火
密
を
守
り
ま
す
。
）
㈲
と
き
ト
ー
○
月

は
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
　
　
み
は
一
世
帯
一
'
I
T
;
宅
か
ぎ
り
で
す
。
つ
　
准
。
‐
″
‥
護
帽
学
院
の
生
徒
を
募
集
し
て
名
町
字
試
訳
八
）
へ
。
⑩
締
切
‥
位
昌
災
や
事
故
が
多
発
し
、
専
い
人
命
を
も
三
一
口
（
上
）
午
前
一
〇
時
～
午
後
四

濃
ｔ
の
ぷ
、
個
順
（
別
乱
書
碧
持
引
Ｉ
レ
凭
Ｉ
い
Ｉ
。
刺
刺
紅
乱
宍
に

表
）
蚕
申
込
川
紙
＝
一
一
目
九
‐
か
ら
一

二
四
目
ま
で
の
間
に
事
務
部
胃
財
課
ま

た
は
各
支
所
で
。
漸
中
込
受
付
＝
一
一

月
こ
ハ
目
か
ら
一
九
‐
ま
で
の
問
に
巾

役
所
第
三
会
談
Ｉ
で
。
、
一
・
拍
せ
ん
卜
一

た
さ
い
。
山
山
営
仕
七
人
居
巾
込
｛
②
み
く
だ
さ
い
。

申
込
者
以
外
の
家
族
企
図
の
給
５
Ｉ
明
　
‐
ｔ
修
業
～
限
几
一
年
間
。
蚕
入
学
尚

書
（
巾
規
疋
川
紙
）
ま
た
は
県
市
尺
佃
格
目
‥
二
Ｉ
〔
才
～
尚
の
独
身
の
女
子
。
・
’
｀

斟
科
証
明
書
（
事
務
部
諒
秘
第
一
課
で
出
願
期
限
り
一
二
川
九
［
。
蚕
受
験
１
　

盲
三
〇
ロ
午
町
一
〇
時
、
域
七
公
。
パＩ
川
）
③
印
鑑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
か
Ｉ
ぱ
記
ｇ
‐
－
・
い
μ
剃
引
付
に
□
‐
一
＾
■
=
i
?
f
l
i
a
a
;
H
」
２

ニ
○
戸
入
居
募
集

一
ぞ
い
る
呈
が
明
ら
台
あ
余
　
金
」
の
ご
利
用
を

館
。
⑥
申
込
資
格
－
の
現
在
怯
七
に
困
●
「
公
益
質
屋
」
と
「
生
活
賢

続
‐
ロ
入
学
願
書
な
ど
を
学
院
で
受
領
の

う
え
、
お
出
し
皿
み
く
だ
さ
い
。
４
試

験
痢
‐
ｈ
ご
亘
一
〇
日
（
木
）
午
的

な
器
具
で
正
し
い
取
扱
い
を
す
る
こ
と
●
造
林
苗
木
の
申
し
込
み
受
付

か
大
切
で
す
。
　
　
　
　
　
来
存
植
林
を
さ
れ
る
か
た
の
た
め
・
こ

　
時
刻
に
備
え
て
燃
焼
器
具
の
無
料
診
心
林
苗
木
の
巾
し
込
み
を
受
け
伺
け
浦

断
を
行
な
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
ぜ
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ひ
診
断
を
う
け
て
火
災
の
予
防
に
努
め
　
４
開
‐
り
Ｉ
〇
月
二
六
［
ま
で
４
営

●
消
賢
生
活
講
座
開
催

　
市
民
の
み
な
さ
ん
が
、
激
し
く
穆
り

か
ね
る
罹
｛
社
会
の
巾
で
、
合
理
的
で

吸
か
な
牛
活
設
計
を
す
す
め
て
い
た
だ

く
た
め
の
謡
座
を
つ
ぎ
の
と
お
り
開
催

し
ま
す
。
ぜ
ひ
咄
講
く
だ
さ
い
。

　
‐
’
｀
口
叶
＝
一
〇
リ
二
三
］
（
金
）
午

備
の
不
良
に
よ
る
も
の
が
多
く
、
安
全
．

に
達
し
た
講
座
か
ら
・
締
切
り
・
ま
す
。
失
な
っ
て
い
ま
す
・
。
こ
れ
は
器
具
や
設
時
。
旬
と
こ
ろ
９
赤
十
字
セ
ン
タ
ー
。

て
く
だ
さ
い
。

一
月
九
日
か
ら
　
ビ
バ
制
帽
い
琵
が
い
い
Ｄ
一
い
が
こ
与
八
Ｉ
．
づ
浬
「
。
詣
洲
ヅ
引
レ
レ
‰
０
　
な
言
・
Ｊ
Ｊ
Ｊ
０
　
に
ご
頌
け
」
ニ

デ
め
て
い
ま
す
。

二
種
住
宅
は
‐
収
二
万
四
千
円
以
ト
の

【
公
益
貿
屋
】
▲
回
付
金
翻
‐
‐
一

万
よ
二
月
未
Ｉ
・
成
の
予
定
で
工
事
を
す
千
円
を
こ
え
四
万
円
以
ト
の
か
た
、
吊
だ
さ
る
よ
う
ぉ
す
す
め
し
ま
す
。
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３
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よ
り
の
プ
゜
パ
。‐

石
七
燃
焼
Ｌ
只
収
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
ご

　
昭
和
四
五
年
度
埋
設
の
市
営
住
七
よ
う
と
す
る
親
族
が
あ
る
か
た
づ
㈲
収
時
㈲
に
牛
‐
活
が
く
る
し
い
か
た
は
、
公

ぼ
、
現
痍
衆
谷
町
営
ノ
入
地
内
で
本
入
制
限
‐
Ｉ
種
住
宅
は
バ
収
二
万
四
益
質
屋
ま
た
は
生
活
さ
金
を
ご
利
川
く

I
＊
'
場
所
～
城
北
会
糾
。
島
講
師
＝
岡
崎

侭
健
所
食
い
胎
生
課
。
長
む
部
雄
内
応

日
ま
で
の
一
週
間
．

ｊ
申
込
方
法
に
Ｉ
も

Ｉ
・
数
学
・
社

‘ 会
）
㈲
弩
身
体
検

査
。
蚕
そ
の
他
＝
投
挺
料
は
無
料
、
奨

学
奈
を
Ｉ
給
し
、
衿
吼
は
貸
与
し
ま

す
。
卒
案
後
は
巾
立
岡
崎
病
院
へ
勤
務

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
・
、
ｔ
・
巾
込
場
所
‐

け
付
け
場
所
口
‥
事
務
乱
飛
務
斟
、
市
役

所
各
交
。
所
、
連
絡
所
、
各
町
林
業
総

代
。
（
造
林
計
匯
川
砥
も
そ
れ
ぞ
れ
の

①
辻
川
才
能
鍵
牡
作
．
ｈ
Ｅ
Ｕ
鰭

ｉ
’
い
’
、
ｙ
ｒ
一
ｚ
イ
ｉ
Ｊ
し
　
Ｉ
’
ｉ
｀
’
‘
”
｀
”
’
－
”
”
’
‘
‐
‐
‘
・
‘

｡
”〃

分
。
▲
旧
週
川
問
－
融
口
令
順
に
よ
り
●
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
定
期
講

こ
と
な
り
ま
す
が
、
六
力
‐
か
ら
二
四
　
　
　
座
の
受
講
者
募
集

ヵ
月
以
内
。
▲
申
込
人
の
要
什
口
‥
①
市
　
岡
崎
市
む
吻
資
少
年
ホ
ー
ム
で
は
、

に
一
年
以
ト
住
ん
で
い
る
か
た
。
②
皿
昭
和
四
。
五
年
厦
後
期
定
川
講
１
　
の
受
講

税
を
完
万
し
て
い
る
こ
と
。
⑧
確
実
な
屠
を
つ
ぎ
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

連
帯
保
証
人
が
あ
る
こ
と
。
▲
沁
帯
畦
初
心
者
も
歓
迎
し
て
い
ま
す
か
ら
、
ぜ

証
人
＝
①
市
に
二
年
以
上
住
ん
で
い
る
一
ひ
お
巾
し
込
み
く
だ
さ
い
。

か
た
。
②
一
定
の
職
業
を
持
ち
独
Ｉ
の
　
㈲
諧
坐
ち
Ｉ
Ｉ
以
球
・
フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ

生
計
を
営
ん
で
い
る
か
た
。
④
雨
県
民
イ
ン
・
料
理
・
茶
洒
・
合
唱
・
書
道
・

税
の
課
税
額
が
一
万
円
以
上
で
。
完
納
一
輪
岡
・
ギ
タ
ー
・
虹
・
会
話
の
各
講
座
。

し
て
い
る
こ
と
・
▲
巾
込
場
所
り
餉
伸
一
回
受
講
料
＝
荊
料
＾
材
料
費
｀
ク
ラ
ブ

”〃

｀52ぷ6 （謂6ﾑ∠）

（11坪）45畳ISU祭/　　下

六
番
）
市
立
岡
崎
詞
睨
同
属
准
石
護
婦

学
院

Ｏ
Ｏ
円
で
二
五
円
）

【
生
活
資
金
】
▲
貸
付
今
額
＝
一

〇
力
円
以
内
。
▲
貨
伺
利
Ｉ
－
年
六

市
・
県
民
税
（
三

期
分
）
国
民
年
金

保
険
料
（
三
期
分
）

の
納
期
限
は
三
十

　
一
日
で
す
。

　
今
月
は
、
市
、
県
民
税
（
三

期
分
）
国
民
年
金
保
吸
外
（
三

州
分
）
の
納
則
で
す
。

　
お
忘
れ
な
く
十
川
「
十
一
口

の
出
川
限
ま
で
に
納
付
く
だ
さ

る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
た
だ
し
、
納
税
組
合
へ
納
付

く
だ
さ
る
方
は
、
各
納
税
組
合

で
決
め
ら
れ
た
収
納
瞰
扱
日
に

－ - －

” 〃

⑤

44 5ぐ温

……__他巫_’　｜

需伴4,600〕jj

;

mm..紳。頂

｜……i･J‾……………-|

内
。
▲
會
付
利
息
＝
‥
‥
五
回
（
九
、
〇
巾
町
八
丁
［
五
毎
話
二
Ｉ
Ｉ
二
七
二

質
硬
応
｛
。

こ
ん
と
出
来
る
市
営
住
宅
は
、
別
涙
。
か
た
。
な
お
、
日
本
国
徊
の
な
い
か
た
‐
二
万
円
以
内
、
一
は
…
Ｉ
五
ヵ
円
以

蓼菌・響・瀞二・
ｆｆ

ミー之之 ･

戸
。
栃

き
は
実
費
を
巾
し
う
け
ま
す
。

i
*
.
"
.
-
'
T
i
*
!
t
.
T
-

i
i
ｖ
.
'
-
Ｋ
…
:
i
:

i

v
j
-
^
　
i

'
~
一

か
ら
国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る
こ
と
Ｉ

い
。
乖
診
断
、
修
那
‥
診
断
は
無
料
で
　
さ
い

業
者
が
責
任
を
も
っ
て
行
な
い
ま
す
。
岡
崎
市
内
に
屈
僅
し
て
「
切
鮮
」
国

も
し
部
品
等
の
取
替
修
狸
を
要
す
る
と
柿
を
お
持
ち
の
か
た
は
、
一
〇
月
一
日

　
な
お
、
期
間
中
市
内
一
円
に
わ
た
り
．
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
社
会
保
険
な
ど
一

火
災
予
防
と
燃
焼
器
具
安
令
康
扱
い
の
他
の
保
険
に
加
入
し
て
い
な
い
か
た
は
　
　
　
　

中
部
、
東
北
自
戸
～
く
し
利
せ
ん
会
が

つ
ぎ
の
と
お
り
行
な
わ
れ
ま
す
。

一一一

面 積　家数

一一一一

　m造

第1複

尤
買
契
約
琳
、
土
地
Ｈ
貸
借
契
約
書
、
文
書
に
も
印
紙
税
が
か
か
り
ま
す
。
た

一
金
銭
借
川
書
、
運
送
裂
・
約
甫
、
請
負
エ
Ξ
え
ば
売
主
と
買
主
の
署
名
押
印
の
あ

一
事
契
約
壱
、
約
束
手
形
。
商
品
券
、
裸
る
「
不
動
産
売
買
契
約
書
」
の
止
本
と

名
の
鏝
づ
た
も
の
を
含
め
て
、
多
く
の

種
類
が
あ
り
ま
す
の
で
、
印
紙
祝
が
か

か
る
文
書
か
、
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
と

格
-一一
規

つ
た
ら
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
と
き
は
、

遠
慮
な
く
も
よ
り
の
税
務
署
に
お
た
づ

ね
く
だ
さ
い
。

　
な
お
こ
の
印
紙
税
で
は
。
一
般
に
つ

｜

２階

こ

1こ

簡耐2階!

=J　･=
第2救

　39.5㎡

(1 1 ｡95坪)

一一一

４

４

　42.727Tf 6

(12.93坪）4

伊
’
２
政
　
　

簡
ト
声
簡
　
　

－
－
‐

四
．
Ｊ

敷金は家賃の3 ヵ月分です。

町
一
の
二
五
、
岡
崎
市
公
益
買
序
毎

話
二
二
－
二
Ｉ
○
七

一
活
動
費
な
ど
は
実
費
が
必
要
で
す
。
）

旬
受
講
資
格
＝
巾
内
に
在
住
ま
た
は
化

ミミミミ j 皿 』 － 一 之 ･
”j〃〃〃〃〃〃〃S ・二･

－ i一 ミ ー ･” 〃 〃 〃 d

” j

軽
に
ど
う
ぞ
。
消
火
実
験
を
ご
希
望
の

巡
回
宣
伝
を
行
な
い
ま
す
。
ま
た
、
期
事
務
部
保
険
年
金
課
で
加
入
の
手
続
き

間
後
も
ご
和
談
に
応
じ
ま
す
か
ら
わ
気
を
し
て
く
だ
さ
い
。

と
こ
ろ
は
、
総
代
さ
ん
や
消
防
団
幹
部
●
宝
く
じ
抽
せ
ん
会

の
か
た
を
通
じ
て
消
防
本
部
予
防
課
へ
・
腎
知
県
主
他
の
第
五
〇
七
㈲
関
東
、

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

一一

●
婦
人
の
困
り
ご
と
巡
回
相
談
’
旬
と
き
り
｛
○
月
二
三
日
（
色
午
一

　
つ
ぎ
の
よ
う
な
こ
と
で
、
お
困
り
の
後
二
時
。
幕
と
こ
ろ
＝
岡
崎
市
民
会
一

ご
婦
人
は
無
料
で
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
館
。
⑥
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
＝
佐
川
満
男

か
ら
お
気
軽
に
お
で
か
け
く
だ
さ
い
。
ミ
ス
ー
く
じ
ほ
か
多
数
の
新
９
　
歌
手
が

市

･uj･〃rl=--一一
Sg●F●4●d●●4●･丿●･f丿●●｀丿=|
只

紙ざ
リ１凋ＩＩｔｌ一

｀

(|　゛p
ぎ
の
よ
う
な
場
合
が
ま
ち
が
い
や
す
い

の
で
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

う
こ
と
が
訂
明
で
き
る
文
書
も
印
紙
税
・
勣
の
、
二
五
才
未
満
の
勤
労
青
少
年
。

法
規
定
の
喫
約
書
と
な
り
、
や
は
り
そ
’
・
’
息
串
し
込
み
Ｉ
申
し
込
み
用
紙
か
ハ
ガ

①
あ
と
で
本
領
収
冑
を
発
行
し
て
見
の
内
容
に
応
じ
た
印
紙
税
が
か
か
り
ま
・
キ
に
講
座
名
、
氏
名
．
生
年
月
日
、
仕

す
こ
と
に
な
っ
・
て
い
る
佩
伊
収
書
で
も

　 　
本
領
収
書
と
㈲
じ
よ
う
に
印
紙
税
が
か

　
印
．
紙
税
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
文
書
を
か
り
ま
す
．
ま
だ
．
消
求
書
に
［
相

作
成
し
た
人
が
、
そ
の
文
書
ご
と
に
定
済
］
な
ど
と
脚
い
て
受
収
り
の
旨
を
証

め
ら
れ
て
い
る
税
金
刈
当
額
の
収
入
印

紙
を
そ
の
文
書
に
は
り
、
沁
印
し
て
納

め
ま
す
。

　
印
紙
税
の
か
か
る
文
丹
と
は
不
動
産

-

明
す
る
も
の
も
、
。
領
収
書
と
し
て
印
紙

税
が
か
か
り
ま
す
。

　
②
一
つ
の
・
取
引
で
文
書
を
二
通
以
上

作
瓜
し
た
勘
合
に
は
、
そ
の
い
ず
れ
の

叉　
④
も
と
の
裂
約
書
の
内
容
を
変
史
し

た
り
、
補
充
す
る
た
め
の
髪
約
書
も
、

も
と
の
契
約
書
と
Ｍ
じ
く
印
紙
税
が
か

か
り
ま
す
。

　
　
　
　
行
楽
シ
ー
ズ
ン

　
　
　
　
　
事
故
多
し

夕じ幼く児ﾚｿ健ｽ康ぐ相]談中月11

３ヵ月児・６ヵ月児・12ヵ月児……健康診断

その他のかたは体電、身長の測定ならびに育児栄養の相談のみとします。

岡崎保健所

　　域　Ｉ

梅園学区」

区乳児検診日
該当者

－●一一‥

割木疆＼ 5日臨尺、

その他仝j也区

　■■㎜･・　■㎜■■

　　　々

‐
－

３ヵ月賎第2 々' 12日

　　　　第3 々　19日

６ヵ月児･第２火曜半暫頃祭司

　勒　　所‥　‥　-一一
明大寺町

赤十字センター

健康相談日
-一一
　　口日一一　　一一
11日・24日

区　　　甑

三島、麗宕学区

根石、六名学区_

岡崎学区

羽根学区　　　＿
一一　一一
井田学区
㎜㎜　　　　㎜㎜㎜大樹寺学区

南部公会堂
４日

11日

井田町

　あおいマート

５日

19日

美合町　　　　　６日’契合、竜谷学区

　本間柔mm・　20日　美合、藤川学区

矢I F 1^ Iroj会匂詣ご:よ゛ぢ

－　　--一一一一一一　一一一一大平支所　12日! 男川学区

福岡派出所　　13日　福岡学区

本宿・富田病院１　９口|本宿、山中学区

元能見市場2阿　26日　a幡学区

岩津支所　27日　岩津、恵田学･区

河合連絡所　　16日出合金学区

毎日午前９時～11時受付毎日午後1時～2時30分
一一一一 一一一 - 一 一 一

　
　
言
器
具
酷
言

ニ
指
尺
囃
誓
丿
肩
肘
球
配
り
訃
り
U

1 2
ジ
㈲
＝
一
才
屋
康
馨
齢
婦
　
検
　
診
　
　
’
心
９
　
か
ら
忘
れ
ず
に
お
Ｉ
掛
け
く
だ
さ

Ｆ
―
ロ
ー
゛
一
一
゛
’
一
一
一
一
一
’
゛
゛
’
と
子
、
家
族
ヽ
知
人
間
の
こ
と
・
結
婚
三
で
す
が
ヽ
入
場
盤
理
券
を
日
木
勧
栞
銀
一
【
本
庁
管
内
】
根
が
ヽ
梅
國
ヽ
一
　
▲
日
時
’
場
所
’
毎
週
木
理
口
一
　
▲
受
け
る
犬
‐
‐
第
一
次
を
う
け
な
か

●
プ
ロ
パ
ン
・
石
油
燃
焼
器
具
た
は
離
婚
の
こ
と
。
就
職
の
こ
と
・
七
行
岡
崎
友
ぶ
、
Ｉ
く
じ
売
さ
ば
き
店
ご
三
烏
、
六
ち
、
連
尺
、
広
幡
、
暦
カ
ヅ
午
後
一
時
」
］
時
（
祭
日
は
の
ぞ
く
）
こ
た
生
後
九
言
以
上
の
犬
。
▲
料
金

井
出
、
常
軒
の
各
学
区
、
昭
和
四
二
年

岡
略
呆
健
所
。
▲
内
容
・
‐
‐
①
眼
沁
検

①
登
録
料
、
一
頭
に
つ
き
三
〇
〇
円
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｊ
　
－
－
Ｉ
″
～
－
１
ｊ
一

八
月
出
生
重
一
月
一
〇
日
午
後
一
尹
査
④
検
眼
・
血
圧
・
㈲
色
素
の
洲
定
③
一
④
注
射
影
、
一
・
頭
に
つ
き
三
一
〇
円
。

」
］
時
岡
崎
保
健
所
【
六
ツ
美
支
一
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
彫
④
歯
科
④
そ
の
他
こ
Ｏ
表
中
の
Ａ
・
Ｂ
は
聴
聞
を
あ
ら

和
四
三
年
四
月
一
［
出
生
考
一
一
月
一

七
日
午
前
一
〇
時
～
一
一
時
三
〇
分
、

午
後
一
時
］
二
時
六
ッ
美
支
所

母
　
親
　
教
　
室

Ｂ
は
午
後
一
時
～
二
時
で
す
。

　
こ
一
月
一
〇
日
】
Ａ
－
本
宿
運
絲

所
Ｂ
＝
井
田
御
賦
山
ｒ
一
月
一
一

後
一
時
人
時
六
ッ
美
支
所
　

　
　
　
▼
日
時
・
場
所
‥
一
石
五
旦
日
】
介
臨
岡
派
出
所
ｎ
＝
六
ッ
美
女

当
日
は
母
子
健
康
１
　
　
帳
を
持
参
し
て
ご
二
‐
午
後
一
時
？
四
時
、
岡
崎
保
健
一
所
【
二
月
一
二
日
】
Λ
＝
矢
作
支

く
だ
さ
い
。

所
。
一
一
月
一
八
日
午
後
一
時
～
四
時

所
Ｂ
＝
南
部
公
会
堂
【
二
月
一
Ξ

一
赤
十
字
セ
ン
タ
ー
▼
内
容
り
①
妊
勾
一
日
７
＝
糾
積
神
社
Ｓ
＝
元
能
見
浄
専
一

中
の
生
理
、
衝
生
②
妊
娠
中
の
栄
養
③
寺
【
一
一
月
一
六
日
】
Ａ
＝
東
部
支

お
産
の
準
備
と
産
後
の
摂
失
Ｗ
赤
ち
ゃ
所
Ｂ
～
平
地
中
央
公
民
館
【
一
一
月

ん
の
衣
類
と
入
浴
④
そ
の
他
（
受
胎
調
一
一
七
日
）
Ａ
に
’
藤
川
連
絡
所
Ｂ
こ
〈
名

節
に
つ
い
て
）

　
　
　
当
口
は
母
子
手
帳
を
ご
持
参
く
だ
さ

・
い
。

畜
犬
登
録
と
秋
の
狂
犬
病

予
防
注
射
（
第
二
次
）

昭
和
四
五
年
度
畜
犬
登
録
と
秋
の

示
学
校
【
一
一
月
一
八
日
】
Ａ
＝
梅

園
小
学
校
Ｂ
＝
直
川
公
民
館
【
一
一

月
一
元
日
】
Ａ
ｐ
大
平
支
所
Ｂ
＝
葵
農

協
人
心
寺
支
所
【
一
一
月
二
〇
日
】

Ａ
‐
‐
吹
矢
公
民
館
Ｂ
＝
岩
咀
又
所
【

一
一
月
二
四
日
】
Ａ
り
百
々
公
民
館
Ｂ

＝
中
四
公
民
館
【
一
一
月
こ
五
日
】

　
－
　
■
ｊ
ｊ
一
　
－
　
一
ｊ
－
　
－
｜
ｊ
－
一
ｊ
１
１
１
ｊ
－
■
■
一
■
ｉ

狂
犬
喘
予
防
注
射
の
第
一
次
を
実
施
し
Ｉ
Ａ
ｈ
愛
宕
小
学
校
Ｂ
＝
岡
崎
保
健
所

●

●

30 32 34 36 38 40 42 44

會

道のはなし(9)
一一‥

一一一一一一一
－ - - 一
一 ‥ 一 一-

　
水
辺
事
業
は
公
四
最
新
技
術
の
導
入
に
よ
り
物
価
の
高
幡

供
性
の
晟
も
・
．
ｎ
ヤ
人
件
費
の
増
加
、
借
入
介
の
利
・
心
負
担

仕
事
で
あ
・
り
・
、
一
。
に
そ
な
え
て
お
り
・
ま
す
が
、
経
費
の
増

日
と
い
っ
・
で
み
な
盾
は
著
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

さ
ん
の
生
活
と
切

り
離
す
こ
と
は
考

え
ら
れ
ま
せ
ノ

そ
し
て
人
口
の
増

加
、
エ
垢
の
建
設

給
水
区
域
の
拡
大

に
、
拡
張
に
続
く

拡
眼
を
強
い
ら
れ

て
お
り
ま
す
。

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
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　 ■ J =

機
械
の
自
動
化
、
施
設
の
無
化
、

　
　
゛
‐
機
の
導
入
、
料
金
の
委
乱
集

金
、
検
釧
の
隔
月
制
そ
れ
に
現
在
検
討

中
の
も
の
に
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
導

入
。
料
金
の
同
月
集
金
、
日
座
飯
替
な

ど
続
々
と
合
理
化
さ
れ
、
図
の
よ
う
に

職
員
一
人
当
り
の
仕
事
量
も
著
し
く
増

加
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
で
、
水
道
の
財
収
は
企

業
努
力
に
よ
り
、
今
の
と
こ
ろ
腱
全
財

る
こ
と
に
な
り
、
家
旺
用
水
の
制
限
、
’
化
も
財
政
の
健
全
化
も
利
用
者
で
あ
る
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企
業
の
絹
少
ヽ
水
洗
便
・
所
も
機
能
を
失
一
み
な
さ
ん
一
人
一
人
の
理
解
と
協
力
が

一
所
管
内
】
－
中
部
、
南
部
、
北
部
の
各
一
受
略
調
節
に
つ
い
て
）
回
た
だ
し
実
堂
わ
し
、
Ａ
は
午
前
】
○
時
～
一
一
時

い
・
巾
民
生
活
も
者
し
く
悪
化
さ
せ
る
な
け
れ
ば
達
成
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
・
学
区
ヽ
昭
和
四
二
年
一
〇
月
一
日
～
昭
Ｆ
徴
Ｓ
£
し
ま
す
゜
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こ
と
が
七
え
ら
れ
ま
す
。
水
道
の
合
理
ま
せ
ん
。

噸＼人馴の給水戸数
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